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本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し

平成™›年 月˜›日 金曜日 (号外第™—˜号)官 報
hllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllli

jmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmk

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

◇
特
定
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
及
び
特
定
血
液
凝
固
第

因
子
製
剤
に
よ
る
Ｃ
型
肝
炎
感
染
被
害
者
を
救
済
す
る

た
め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
九
一
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

給
付
金
の
請
求
期
限

給
付
金
の
支
給
の
請
求
は
、
次
に
掲
げ
る
日
の
い
ず

れ
か
遅
い
日
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

し
た
。（
第
五
条
関
係
）

^

平
成
三
〇
年
一
月
一
五
日

_

損
害
賠
償
の
訴
え
の
提
起
又
は
和
解
若
し
く
は
調

停
の
申
立
て
（
そ
の
相
手
方
に
国
が
含
ま
れ
て
い
る

も
の
に
限
る
。）を
平
成
三
〇
年
一
月
一
五
日
以
前
に

し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
損
害
賠
償
に
つ
い
て
の
判

決
が
確
定
し
た
日
又
は
和
解
若
し
く
は
調
停
が
成
立

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
す
る
日

２

追
加
給
付
金
の
支
給
対
象
者

追
加
給
付
金
の
支
給
対
象
者
を
、
給
付
金
の
支
給
を

受
け
た
特
定
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
で
あ
っ
て
、

身
体
的
状
況
が
悪
化
し
た
た
め
、
当
該
給
付
金
の
支
給

を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
〇
年
以
内
に
新
た
に
第

六
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
も
の

と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
第
一
項
関
係
）

３

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
支
援
に

関
す
る
特
別
措
置
法（
法
律
第
九
二
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

目
的

こ
の
法
律
は
、
子
育
て
と
就
業
と
の
両
立
が
困
難
で

あ
る
こ
と
、
就
業
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
す

る
機
会
を
必
ず
し
も
十
分
に
有
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

等
の
母
子
家
庭
の
母
が
置
か
れ
て
い
る
特
別
の
事
情
並

び
に
子
育
て
と
就
業
と
の
両
立
が
困
難
で
あ
る
こ
と
等

の
父
子
家
庭
の
父
が
置
か
れ
て
い
る
特
別
の
事
情
に
鑑

み
、
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
支

援
に
関
す
る
特
別
の
措
置
を
講
じ
、
も
っ
て
母
子
家
庭

及
び
父
子
家
庭
の
福
祉
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ

と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
支
援

に
関
す
る
施
策
の
充
実

^

厚
生
労
働
大
臣
は
、
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
第
一

一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
方
針
（
２
に
お
い
て

「
基
本
方
針
」
と
い
う
。）に
お
い
て
、
同
条
第
二
項

各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
父
子
家
庭
の
父
の
就

業
の
支
援
に
関
す
る
事
項
を
併
せ
て
定
め
る
も
の
と

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
一
項
関
係
）

_

厚
生
労
働
大
臣
は
、
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
母
子

家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
に
関
す
る
状

況
を
踏
ま
え
、
そ
の
安
定
し
た
就
業
を
確
保
す
る
た

め
の
支
援
に
特
別
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
も
の
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
二
項
関

係
）

`

厚
生
労
働
大
臣
及
び
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
基

本
方
針
に
お
い
て
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の

父
の
就
業
の
支
援
に
関
し
て
講
じ
よ
う
と
す
る
施
策

の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な

が
ら
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第

二
条
第
三
項
関
係
）

a

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
第
一
一
条
第
二
項
第
三
号

に
規
定
す
る
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
自
立
促
進
計
画

（
２
に
お
い
て「
自
立
促
進
計
画
」
と
い
う
。）を
策

定
す
る
同
号
に
規
定
す
る
都
道
府
県
等
は
、
自
立
促

進
計
画
に
お
い
て
、
同
法
第
一
二
条
各
号
に
掲
げ
る

事
項
の
ほ
か
、
当
該
都
道
府
県
等
の
区
域
に
お
け
る

父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
支
援
に
関
す
る
事
項
を
併

せ
て
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第

四
項
関
係
）

b

a

の
都
道
府
県
等
は
、自
立
促
進
計
画
に
つ
い
て
、

基
本
方
針
に
即
し
、
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
の

支
援
そ
の
他
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の

安
定
し
た
就
業
を
確
保
す
る
た
め
の
支
援
に
特
別
の

配
慮
が
な
さ
れ
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
し
た
。（
第
二
条
第
五
項
関
係
）

c

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
母
子
家
庭
の
母
及
び

父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
促
進
を
図
る
た
め
の
措
置

を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
情
報
通
信
技
術
等
に
関

す
る
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
並
び
に
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
在
宅
就
業
等
多
様
な
就

業
の
機
会
の
確
保
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
す
る
業
務
に

従
事
す
る
人
材
の
養
成
及
び
資
質
の
向
上
に
留
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

３

母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
支
援

に
関
す
る
施
策
の
実
施
の
状
況
の
公
表

政
府
は
、
毎
年
一
回
、
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家

庭
の
父
の
就
業
の
支
援
に
関
す
る
施
策
の
実
施
の
状
況

を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条

関
係
）

４

民
間
事
業
者
に
対
す
る
協
力
の
要
請

国
は
、
１
の
母
子
家
庭
の
母
が
置
か
れ
て
い
る
特
別

の
事
情
及
び
父
子
家
庭
の
父
が
置
か
れ
て
い
る
特
別
の

事
情
に
鑑
み
、
民
間
事
業
者
に
対
し
、
母
子
家
庭
の
母

及
び
父
子
家
庭
の
父
の
優
先
雇
用
そ
の
他
の
母
子
家
庭

の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
促
進
を
図
る
た
め

に
必
要
な
協
力
を
求
め
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る

こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
関
係
）

◇
災
害
時
に
お
け
る
石
油
の
供
給
不
足
へ
の
対
処
等
の
た

め
の
石
油
の
備
蓄
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
政
令

第
二
二
六
号
）（
経
済
産
業
省
）

災
害
時
に
お
け
る
石
油
の
供
給
不
足
へ
の
対
処
等
の
た

め
の
石
油
の
備
蓄
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
四
年
法
律
第
七
六
号
）
の
施
行

期
日
を
平
成
二
四
年
一
一
月
一
日
と
し
、
同
法
附
則
第
一

条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
期
日
を
同
年
九
月
一
五

日
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
災
害
時
に
お
け
る
石
油
の
供
給
不
足
へ
の
対
処
等
の
た

め
の
石
油
の
備
蓄
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の

整
備
等
に
関
す
る
政
令
（
政
令
第
二
二
七
号
）（
経
済
産

業
省
）

一

独
立
行
政
法
人
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機

構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

１

海
外
及
び
本
邦
周
辺
の
海
域
に
お
け
る
金
属
鉱
物

の
調
査
に
係
る
制
限
の
見
直
し
に
伴
い
所
要
の
規
定

の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

独
立
行
政
法
人
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源

機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）が
納
付
す
べ
き
石

炭
経
過
勘
定
に
係
る
納
付
金
の
納
付
等
に
つ
い
て
必

要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
条
〜

第
四
条
関
係
）

３

災
害
時
に
お
け
る
石
油
の
供
給
不
足
へ
の
対
処
等

の
た
め
の
石
油
の
備
蓄
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
四
年
法
律
第
七

六
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）の
施
行
に
伴
う

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
一

条
〜
第
四
条
、
第
一
一
条
、
第
一
二
条
、
第
一
四
条

及
び
附
則
第
一
条
関
係
）

二

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

改
正
法
の
施
行
に
伴
う
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う

こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
、
第
三
条
、
第
九
条
及
び
第
一

六
条
関
係
）

５

母
子
福
祉
団
体
等
の
受
注
機
会
の
増
大
へ
の
努
力

国
及
び
独
立
行
政
法
人
又
は
特
殊
法
人
の
う
ち
、
そ

の
資
本
金
の
全
部
若
し
く
は
大
部
分
が
国
か
ら
の
出
資

に
よ
る
法
人
又
は
そ
の
事
業
の
運
営
の
た
め
に
必
要
な

経
費
の
主
た
る
財
源
を
国
か
ら
の
交
付
金
若
し
く
は
補

助
金
に
よ
っ
て
得
て
い
る
法
人
で
あ
っ
て
、
政
令
で
定

め
る
も
の
は
、物
品
及
び
役
務
の
調
達
に
当
た
っ
て
は
、

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
第
六
条
第
六
項
に
規
定
す
る
母

子
福
祉
団
体
そ
の
他
母
子
家
庭
の
母
又
は
父
子
家
庭
の

父
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
社

会
福
祉
法
人
、
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団
法

人
又
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
受
注

に
係
る
業
務
を
行
う
者
が
主
と
し
て
母
子
家
庭
の
母
又

は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
も
の
（
５
に
お
い
て
「
母
子

福
祉
団
体
等
」
と
い
う
。）の
受
注
の
機
会
の
増
大
を
図

る
た
め
、
予
算
の
適
正
な
使
用
に
留
意
し
つ
つ
、
優
先

的
に
母
子
福
祉
団
体
等
か
ら
物
品
及
び
役
務
を
調
達
す

る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第

六
条
関
係
）

６

地
方
公
共
団
体
等
の
努
力

^

地
方
公
共
団
体
は
、
４
及
び
５
に
基
づ
く
国
の
施

策
に
準
じ
て
、
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父

の
就
業
の
促
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず

る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
七

条
第
一
項
関
係
）

_

地
方
独
立
行
政
法
人
は
、
物
品
及
び
役
務
の
調
達

に
当
た
っ
て
は
、
^

に
基
づ
き
そ
の
設
立
に
係
る
地

方
公
共
団
体
が
物
品
及
び
役
務
の
調
達
に
当
た
っ
て

講
ず
る
措
置
に
準
じ
て
、
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子

家
庭
の
父
の
就
業
の
促
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
七
条
第
二
項
関
係
）

７

財
政
上
の
措
置
等

国
は
、
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業

の
促
進
を
図
る
た
め
必
要
な
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の

措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
し
た
。（
第
八
条
関
係
）

８

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
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